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「京都の街の色」

シ ンボジ ウム余話

村上はるみ 肺 の齣 色」シンポジウム纖 委貽 事務嚴

「京都の街の色」

シンポジウム に思う

渡辺康人   日本カラ
ー

テクノロ ジ
ー

研究所

　錦秋あで やかな京都 の 街 に ， キ ョ ウ ノ マ チ イ ロ シ ン

ポの施風がかけぬけま した 。

　景観指導行政に直接 たずさわる京都市はも とよ り，

各大学，研究機関，はたまた口 の う る さ い京雀，マ ス

コ ミ，関連団体，企業などなどを巻き込んで ， 景観色

彩を語る声が ， こ の と こ ろ姦しま しい こ とで す 。

　 2年前，こ の シ ンポジウムの企画段階で の こ とで し

た 。 「そん なもん ， 色 だけ で はゼ ッ タイ に人 なん て 集

まらへ ん で 」とい うの が，大半の恵見で した 。 新聞人

にして 「京都で は特別に色色と声を大に して 叫ばはら

ん で も ， 囲立 つ 建物 はいつ のまにや ら ， 自然 に淘汰さ

れ て，町 に 馴染むよ う に な っ て ますわ 。 そ れが京都の

不思議な と こ ろですわ」などと ， 反応が いま いち。

「京都にカラーマ ニ ュ ア ルなど い らんの と違い ますや

ろか」。 「
一

口 に 街の色と い う た か て ， 季節 ， 天候 ，

一

日の時間の具合によ っ て違う て ぎますやろ，光 の按配

で見え方が変わっ て来ますがな，
一

概に 言えるもんや
’

あら しま へ ん 」かような調子 で つ れない こ とおび ただ

しか っ たのさす 。 、

　と こ ろが，近藤恒夫委員，秋田宗平委員，高木美智

子委員，田中為章委員，豊原正智委員 ， 渡辺康人委員

ら色彩学会会員の 強力メ ン バ
ー

たち によ り， シ ン ポジ

ウム の 核母体 と な る 「景観色調 査 委員会」が結成さ れ

ました。こ の研 究会の特 色は ， 文字通 り色が取 り持 つ

縁の 景観専門家たちの集ま りで，ジ ャ ン ル，学会，大

学な ど を 問わず，京都の街の現状を 懸念し
， 色彩 が都

市のデザインに強いフ ァ クター
にな りえることを，い

ちはや く ， 察 知 ， 認識 した科学者 ， ア
ー

テ ィ ス トたち

によ っ て 発進 しました 。 サイ エ ン ス とア
ー

トの相互理

解と協力によ っ て 生まれた ユ ニ ークさあ i3・れる 研究部

会 で し た 。 そ の 内の
一
人で ，さ る 高名な建築家な ど は ，

大学時代，色彩学の講議を受けて い ら い の色彩 アレル

ギ
ー

のはすが ， どうや ら色の虜 におな D の 様子 で ， わ

たくしと して は，ほくそ笑ん で い る今 日 こ の ご ろ で す 。

　 ］1月 9 日 は，私たち に と っ て 記 念 すべ き 日 で し た 。

本格的準備に取 りかか っ てか らでも 1年以上経週 し，

その集大成 が 9 日のシ ンポジウム で した 。 盛会のうち

に終了 し，皆さ んホ ッ と
一

息つ い て い る と こ ろ で す 。

これから報告書作りが控 え て います の で，まだ終わ っ

たわけで はありません 。 私も組織委員として 準備に参

加ざ せ て 頂き，微力ながらお手伝 い で きた こ とを嬉 し

く思 っ て い ます 。

　準備に際して，秋田宗平先生，中村隆一先生 ， 近藤

恒夫先生，村上はるみ さ んを中心 と して ， や っ と軌道

に乗 っ たの は ， 昨年 10月 こ ろ だ っ たと思 い ます 。 色彩

学会会員 だ けで な く， 京都 に 思 い を 寄 せ なが ら色々な

分野 で 活躍され て いる方々が組織委 員として 集い ま し

た 。 シ ンポジウムの基本目的は環境色彩の啓蒙ですが，

京都 で 開催する意義やそれ に伴う具体的な主題 手順

などにつ い て 手探 りの 状態か ら議論が繰り返ざれまし

た 。 開催規模，開催日や会場の決定，予算決定と集金

方法，発表内容の決定 ， 作業の役割分担の 決定など、

何度 もミ
ー

テ ィ ン グを重ねるうち に具体化し，皆さん

の表情に情熱があふれ て い るのがわか ります。 講演者

の依頼 ， プロ グ ラ ム印刷 ， 協賛の お願 い，レセ プシ ョ

ン の 準備な ど ， なかなか思惑通りに運ばす，思わぬ苦

労 を す る こ と も 何度かあ りま した 。 しか し ， その都度

皆ざま方の協 力 で ， それぞれ大変 ラ ッ キ
ー

なか たち で

処理でき，しかも，結果的に当初予定して い た以上の

好成果 に導く こ とができま した 。 多 くの人が集 り， そ

の思 いが
一

つ になる ときは，強大なパ ワ
ー

が生 まれる

と い う こ とを実感 で き ， 私にと っ て 大変良 い 経験 で し

た 。

　シ ン ポジウムを聴講 して くださ っ た 多くの
一

般の

方々が，これ を機に改め て
， 環境色彩 を身近なものと

して捉え，目を向けても らうき っ か けになれ ば， 大成

功 で す 。 ともあれ ， 準備に係わ っ た諸先生方 はじめ委

員 の 皆さま，まず は こ苦労さまで した 。
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